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団員の皆様へ

　合宿の参加ありがとうございます。場所としては初めて、取り組みの形も初めての合宿でした。

　今後の計画の参考にしますので、出来るだけご回答ください。○をつけるだけでも結構です。１１月１日の練習日

までにお願いします。不参加の方も、答えられる部分だけでも結構ですからご回答ください。

①　月日について　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

　ご意見

②　日程について　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

　ご意見

③　宿舎について　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

　ご意見

④　費用について　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

　ご意見

⑤　交通について　バス　富田林出発の方、

　　　　　　　　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

ご意見

⑥　交通について　バス　河内長野出発の方、

　　　　　　　　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

ご意見

⑥　交通について　マイカー移動の方、

　　　　　　　　　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

ご意見

⑦全体をとおして　（・ちょうどよかった　　・まあまあよかった　・あまりよくない　・よくなかった）

ご意見

２００８年１０月１８日　作成責任者　古畑　等





シャンテ担当者からのお願い


シャンテを毎月１回は出したいと考えます。


①全ての団員の皆様へ練習状況や連絡事項の周知徹底を。


②読みやすく楽しい会報を。


③団員・関係者の皆様の声を交流させる場を。


をモットーに作りたいと考えます。そこで、下記のように投降をお願いします。





９月６日（土）の合唱クリニックで


東京混声コンサートマスター山田茂先生からは４点について述べられました。（前号掲載）


「①　言葉（歌詞）を愛してください。とんだばやし混声は今後、母音の変化に気をつけてください。②　ハーモニーを愛してください。互いのパートの動きを聞きあってください。ピアノ（楽器の）の音の動きを愛してください。④　自分の声を愛してください。」


　今回の合宿練習Ｂ（二日目午前）の練習では、貞松先生が「そのひとがうたうとき」の曲を使って、母音アイウエオの発声を説明してくださいました。


母音ア・エ・イと母音ウ・オの響かせ方は違うというのが山田先生のお話で、それを貞松先生が、手の形を使って声出しすると子どもたちの合唱でも効果があって、聞いてくれる人々に言葉がよく伝わるようになるとご指導くださいました。





　初日夕方は、幸いの好天で涼しい林間でのＢＢＱを楽しみました。くじ引き男女混合班で、炭火焼肉とヤキソバなどをいただきました。


　練習Ａでは、まず「京都木曜会。歌声を世界に」


のＤＶＤを視聴し、また二番の歌詞入りの新譜を元に手話付きで歌う練習を行いました。またコーラスフェスでの本団ステージも鑑賞することができました。


　パートリーダー四人の皆さんの素敵なカルテット


で「サリマライズ」などを聞かせていただきました。


　二日目の午前中Ｂ練習は上のとおりです。


午後の最初Ｃは「総会」となりました。


　会計報告、次年度への活動計画など、役員提案の全ての事項が賛成拍手多数で承認されました。


　東京混声からの合同ステージ呼びかけがあったこと、またそれが前回の曲を越える上級の曲だなどと報告もありましたが、本団は次年度七月を目標にする方向がきまりました。因みにそれがどんな曲か一度見てみたいですね。


　午後最終のＤ練習は「島よ。」をパート練習し、三十三ページまで音あわせをして終わりました。





１０月４日（土）～５日（日）にかけての合宿は、皆様のご協力で無事開催、実行されました。


　今回参加していただいた皆様、ありがとうございます。とりわけ合宿担当として、各分担で活動いただいたＳ奥野さん、Ａ西村さんとＡ山澤さん、Ｂジュリアンさん、それにバス運転のＢ乾さん、また適切にサポートくださった団長と役員の皆様、各パートのリーダー及びマネージャの皆様、ご指導くださった貞松先生、井関先生にあらためて感謝申し上げます。不行き届きがあり、ご迷惑をおかけした皆様にお詫びいたします。


さて、今回諸事情により参加できなかった皆様にも今回合宿の雰囲気をお伝えし、今後の団運営や次回からの合宿等の活動が、よりいっそう充実するようにしたいと考えます。今回の合宿について、ご意見ご感想をいただければと、別紙のようにアンケートをお願いしたく考えます。１１月１日（土）に集めたく思います。それまでにも、下記のメールアドレスをご利用下さっても結構です。





具体的には、右手を顔の横に上げて口の形を作り、そこで響かせるように、「ア・エ・イ」を発音すること。ただし音を飲み込んでしまい、こもった音にしない。


「オ・ウ」の発音は、右手を顔の前に伸ばして、口から離れた辺りで響かせるようにする。これは力まないで音を伝えられるから、高音部でも強弱コントロールが楽にできること。


　この練習をやってみると、確かに言葉の伝わりに進歩が感じられました。


　そして日本語の詩に基づいた歌曲、合唱曲を歌っていく基本だと感じました。


　山田先生の教えと、それを細かくわかり易くかみ砕いてご指導くださる貞松先生にあらためて感謝申し上げます。





　　　　　　　　　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｏｍ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


団関係者の皆様、経歴・役割のいかんにかかわらず、投稿をお願い申し上げます。


なお、上記メールへのアクセスにあたり、投稿者のメールアドレスについては守秘義務を保ち、また原稿は本団会報への転載以外の目的には流用しないことをお約束申し上げます。











